
JP 2016-525371 A 2016.8.25

(57)【要約】
　【解決手段】　反芻動物用のミネラル舐食組成物、お
よびその調製および使用方法が開示される。前記組成物
は少なくとも１つのナトリウム塩、少なくとも１つのカ
ルシウム塩、少なくとも１つのマグネシウム塩、および
重量で少なくとも約８０％の飽和脂肪酸を有する、少な
くとも１つの脂肪酸成分を含む。
　【選択図】　　　図１



(2) JP 2016-525371 A 2016.8.25

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反芻動物用のミネラル舐食組成物であって、
　少なくとも１つのナトリウム塩と、
　少なくとも１つのカルシウム塩と、
　少なくとも１つのマグネシウム塩と、
　重量で少なくとも約８０％の飽和脂肪酸を有する少なくとも１つの脂肪酸成分と
　を有するミネラル舐食組成物。
【請求項２】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は、少なくとも１つのパ
ルミチン酸化合物を有するものであるミネラル舐食組成物。
【請求項３】
　請求項２記載のミネラル舐食組成物において、前記パルミチン酸化合物は、パルミチン
酸エステル、パルミチン酸アミド、パルミチン酸塩、パルミチン酸カルボナート、パルミ
チン酸カルバメート、パルミチン酸イミド、パルミチン酸無水物、またはその組み合わせ
から選択される遊離パルミチン酸またはパルミチン酸誘導体を有するものであるミネラル
舐食組成物。
【請求項４】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は、前記飽和脂肪酸の重
量で少なくとも約６０％の量のパルミチン酸化合物を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項５】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は、前記飽和脂肪酸の重
量で少なくとも約７０％の量のパルミチン酸化合物を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項６】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は、前記飽和脂肪酸の重
量で少なくとも約８０％の量のパルミチン酸化合物を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項７】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は、前記飽和脂肪酸の重
量で少なくとも約９０％の量のパルミチン酸化合物を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項８】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸は基本的にパルミチン酸
から成るものであるミネラル舐食組成物。
【請求項９】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、少なくとも１つの乳化剤を有し
、前記乳化剤は前記ミネラル舐食組成物を乳化およびペレット化することができるもので
あるミネラル舐食組成物。
【請求項１０】
　請求項９記載のミネラル舐食組成物において、前記乳化剤は約５～約１４の親水性－親
油性バランスを有するものであるミネラル舐食組成物。
【請求項１１】
　請求項９記載のミネラル舐食組成物において、前記乳化剤はヒマシ油を有するものであ
るミネラル舐食組成物。
【請求項１２】
　請求項９記載のミネラル舐食組成物において、前記乳化剤は非イオン性乳化剤であるミ
ネラル舐食組成物。
【請求項１３】
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　請求項９記載のミネラル舐食組成物において、前記乳化剤は、前記ミネラル舐食組成物
の重量で約０．０１％～約１．０％の量で、前記ミネラル舐食組成物中に存在するもので
あるミネラル舐食組成物。
【請求項１４】
　請求項９記載のミネラル舐食組成物において、前記乳化剤は、前記飽和脂肪酸成分の重
量で約０．２％～約２．０％の量で、前記飽和脂肪酸成分中に存在するものであるミネラ
ル舐食組成物。
【請求項１５】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸成分は約６０℃～約８０
℃の融点を有するものであるミネラル舐食組成物。
【請求項１６】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記飽和脂肪酸成分は約４０℃以上の融
点を有するものであるミネラル舐食組成物。
【請求項１７】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、グリセロール、プロピレングリ
コール、糖蜜、プロピオネート、グリセリン、プロパンジオール、またはプロピオン酸カ
ルシウムを有する少なくとも１つの糖原性前駆体を有するミネラル舐食組成物。
【請求項１８】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタ
ミンＤ、ビタミンＥ、またはビタミンＫを有する少なくとも１つのビタミンを有するミネ
ラル舐食組成物。
【請求項１９】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、チアミン、リボフラビン、ナイ
アシン、パントテン酸、ピリドキシン、ビオチン、葉酸、コバラミン、またはコリンから
選択されるビタミンＢを有する少なくとも１つのビタミンを有するミネラル舐食組成物。
【請求項２０】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、カルニチンを有するミネラル舐
食組成物。
【請求項２１】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、ロイシン、リジン、ヒスチジン
、バリン、アルギニン、トレオニン、イソロイシン、フェニルアラニン、メチオニン、ト
リプトファン、およびそのいずれかの誘導体から選択される少なくとも１つのアミノ酸を
有するミネラル舐食組成物。
【請求項２２】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのナトリウム塩は、
リン酸一ナトリウム、酢酸ナトリウム、塩化ナトリウム、重炭酸ナトリウム、リン酸二ナ
トリウム、ヨウ素酸ナトリウム、ヨウ化ナトリウム、トリポリリン酸ナトリウム、硫酸ナ
トリウム、または亜セレン酸ナトリウムから選択されるものであるミネラル舐食組成物。
【請求項２３】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのカルシウム塩は、
酢酸カルシウム、炭酸カルシウム、塩化カルシウム、グルコン酸カルシウム、水酸化カル
シウム、ヨウ素酸カルシウム、ヨウ化ベーヘン酸カルシウム、酸化カルシウム、無水硫酸
カルシウム、無水硫酸カルシウム、リン酸二カルシウム、リン酸一カルシウム、またはリ
ン酸三カルシウムから選択されるものであるミネラル舐食組成物。
【請求項２４】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのマグネシウム塩は
、酢酸マグネシウム、炭酸マグネシウム、酸化マグネシウム、または硫酸マグネシウムか
ら選択されるものであるミネラル舐食組成物。
【請求項２５】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、カリウム、リン、亜鉛、硫黄、
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セレン、マンガン、鉄、コバルト、銅、ヨウ素、およびモリブデンから選択される少なく
とも１つのミネラルを有するミネラル組成物を有するミネラル舐食組成物。
【請求項２６】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、酢酸コバルト、炭酸コバルト、
塩化コバルト、酸化コバルト、または硫酸コバルトから選択される少なくとも１つのコバ
ルト塩を有するミネラル舐食組成物。
【請求項２７】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、炭酸マンガン、塩化マンガン、
クエン酸マンガン、グルコン酸マンガン、オルトリン酸マンガン、酸化マンガン、リン酸
マンガン、または硫酸マンガンから選択される少なくとも１つのマンガン塩を有するミネ
ラル舐食組成物。
【請求項２８】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、酢酸カリウム、炭酸水素カリウ
ム、炭酸カリウム、塩化カリウム、ヨウ素酸カリウム、ヨウ化カリウム、または硫酸カリ
ウムから選択される少なくとも１つのカリウム塩を有するミネラル舐食組成物。
【請求項２９】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、クエン酸鉄アンモニウム、炭酸
鉄、塩化鉄、グルコン酸鉄、酸化鉄、リン酸鉄、ピロリン酸鉄、硫酸鉄、または還元鉄か
ら選択される少なくとも１つの鉄塩を有するミネラル舐食組成物。
【請求項３０】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、酢酸亜鉛、炭酸亜鉛、塩化亜鉛
、酸化亜鉛、または硫酸亜鉛から選択される少なくとも１つの亜鉛塩を有するミネラル舐
食組成物。
【請求項３１】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、硫酸銅、酸化銅、セレン酵母、
または少なくとも１つのキレートミネラルを有するミネラル舐食組成物。
【請求項３２】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、穀物または油料種子食を有する
少なくとも１つのタンパク質材料を有するミネラル舐食組成物。
【請求項３３】
　請求項３２記載のミネラル舐食組成物において、前記油料種子食は、菜種食、大豆食、
ヒマワリ食、綿実食、カメリナ食、からし種子食、ハマナ種子食、紅花食、米食、ピーナ
ッツ食、トウモロコシグルテン食、トウモロコシグルテン飼料、蒸留乾燥穀物、可溶性成
分を伴う蒸留乾燥穀物、または小麦グルテンの少なくとも１つから選択されるものである
ミネラル舐食組成物。
【請求項３４】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、少なくとも１つのセルロース系
材料を有するミネラル舐食組成物。
【請求項３５】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記ミネラル舐食組成物は、麦わら、干
し草、牧草、または穀物から選択される少なくとも１つのセルロース担体でコーティング
されるものであるミネラル舐食組成物。
【請求項３６】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物であって、さらに、少なくとも１つの香料添加剤を
有するミネラル舐食組成物。
【請求項３７】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記ミネラル舐食は成形ブロックである
ミネラル舐食組成物。
【請求項３８】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記ミネラル舐食組成物は、固体、非液
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体、凝塊、または集塊であるミネラル舐食組成物。
【請求項３９】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのナトリウム塩は、
前記ミネラル舐食組成物の重量で約５％～約１５％を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項４０】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのカルシウム塩は、
前記ミネラル舐食組成物の重量で約５％～約２５％を有するものであるミネラル舐食組成
物。
【請求項４１】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのマグネシウム塩は
、前記ミネラル舐食組成物の重量で約５％～約１５％を有するものであるミネラル舐食組
成物。
【請求項４２】
　請求項１記載のミネラル舐食組成物において、前記少なくとも１つのナトリウム塩と前
記少なくとも１つのカルシウム塩と前記少なくとも１つのマグネシウム塩の比率は、約７
：６：１４であるミネラル舐食組成物。
【請求項４３】
　反芻動物用のミネラル舐食組成物を調製する方法であって、
　ミネラル舐食混合物を提供するために、少なくとも１つのナトリウム塩、少なくとも１
つのカルシウム塩、少なくとも１つのマグネシウム塩、および少なくとも１つの飽和脂肪
酸成分を混合する工程と、
　前記ミネラル舐食混合物から前記ミネラル舐食組成物を形成する工程と
　を有する方法。
【請求項４４】
　請求項４３記載の方法において、前記飽和脂肪酸はパルミチン酸化合物である方法。
【請求項４５】
　請求項４４記載の方法において、前記パルミチン酸化合物は、パルミチン酸エステル、
パルミチン酸アミド、パルミチン酸塩、パルミチン酸カルボナート、パルミチン酸カルバ
メート、パルミチン酸イミド、パルミチン酸無水物、またはその組み合わせから選択され
る遊離パルミチン酸またはパルミチン酸誘導体を有するものである方法。
【請求項４６】
　請求項４３記載の方法において、前記飽和脂肪酸成分は、パルミチン酸トリグリセリド
、パルミチン酸ナトリウム、パルミチン酸カルシウム、パルミチン酸マグネシウム、また
はパルミチン酸アンモニウムから選択される少なくとも１つのパルミチン酸誘導体を有す
るものである方法。
【請求項４７】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、乳剤を提供するために、加圧下で少なくとも
１つの乳化剤と前記ミネラル舐食混合物とを混合する工程を有する方法。
【請求項４８】
　請求項４３記載の方法において、前記乳化剤はヒマシ油を有するものである方法。
【請求項４９】
　請求項４３記載の方法において、前記少なくとも１つの乳化剤を混合する工程は、前記
ミネラル舐食組成物の重量で約０．０１％～約１．０％の量で、前記乳化剤を混合する工
程を有するものである方法。
【請求項５０】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つの糖原性前駆体と前記ミネラ
ル舐食混合物とを混合する工程を有し、前記少なくとも１つの糖原性前駆体は、グリセロ
ール、プロピレングリコール、糖蜜、プロピオネート、グリセリン、プロパンジオール、
またはプロピオン酸カルシウムから選択されるものである方法。
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【請求項５１】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、ビタミン組成物と前記ミネラル舐食混合物と
を混合する工程を有し、前記ビタミン組成物は、チアミン、リボフラビン、ナイアシン、
パントテン酸、ピリドキシン、ビオチン、葉酸、コバラミン、またはコリンから選択され
る少なくとも１つのビタミンＢを有するものである方法。
【請求項５２】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つのビタミン組成物と前記ミネ
ラル舐食混合物とを混合する工程を有し、前記少なくとも１つのビタミン組成物は、ビタ
ミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビタミンＥ、またはビタミンＫの少なくとも１つから
選択されるものである方法。
【請求項５３】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、カルニチンと前記ミネラル舐食混合物とを混
合する工程を有する方法。
【請求項５４】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つのアミノ酸組成物と前記ミネ
ラル舐食混合物とを混合する工程を有し、前記少なくとも１つのアミノ酸組成物は、ロイ
シン、リジン、ヒスチジン、バリン、アルギニン、トレオニン、イソロイシン、フェニル
アラニン、メチオニン、トリプトファン、またはそのいずれかの誘導体から選択されるも
のである方法。
【請求項５５】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つのミネラル組成物と前記ミネ
ラル舐食混合物とを混合する工程を有し、前記少なくとも１つのミネラル組成物は、カリ
ウム、リン、亜鉛、セレン、マンガン、鉄、コバルト、銅、ヨウ素、またはモリブデンか
ら選択されるものである方法。
【請求項５６】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つのタンパク質材料と前記ミネ
ラル舐食混合物とを混合する工程を有し、前記少なくとも１つのタンパク質材料は、穀物
、菜種食、および大豆食から選択されるものである方法。
【請求項５７】
　請求項４３記載の方法であって、さらに、少なくとも１つの香料添加剤と前記ミネラル
舐食混合物とを混合する工程を有する方法。
【請求項５８】
　請求項４３記載の方法において、前記ミネラル舐食混組成物を形成する工程は、前記ミ
ネラル舐食混合物を成形ブロックにプレスする工程を有するものである方法。
【請求項５９】
　請求項４３記載の方法において、前記ミネラル舐食混組成物を形成する工程は、
　加熱ミネラル舐食混合物を形成するために、前記ミネラル舐食混合物を前記飽和脂肪酸
成分の融点を超える温度に加熱する工程と、
　コーティングされたセルロース担体を形成するために、前記加熱ミネラル舐食混合物で
セルロース担体をコーティングする工程と、
　前記コーティングされたセルロース担体を冷却する工程と
　を有するものである方法。
【請求項６０】
　請求項６３記載の方法において、前記セルロース担体は、１若しくはそれ以上の麦わら
、干し草、牧草、および穀物を有するものである方法。
【請求項６１】
　請求項４３記載の方法において、前記ミネラル舐食混組成物を形成する工程は、
　前記ミネラル舐食混合物を前記飽和脂肪酸成分の融点を超える温度に加熱する工程と、
　含水塩結晶構造を形成するために、前記加熱ミネラル舐食混合物に液体を添加する工程
と、
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　形成されたミネラル舐食を得るために、前記含水塩結晶構造を鋳型に入れる工程と
　を有するものである方法。
【請求項６２】
　請求項６１記載の方法において、前記液体は、水または実質的に水溶液を有するもので
ある方法。
【請求項６３】
　反芻動物の乳脂肪含有量を増加させる方法であって、
　反芻動物が摂取するようにミネラル舐食組成物を提供する工程を有し、前記ミネラル舐
食組成物は、
　少なくとも１つのナトリウム塩と、
　少なくとも１つのカルシウム塩と、
　少なくとも１つのマグネシウム塩と、
　重量で少なくとも約８０％の飽和脂肪酸を有する少なくとも１つの脂肪酸成分と
　を有するものである方法。
【請求項６４】
　請求項６３記載の方法において、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物に提供する工
程は、１日当たり、前記反芻動物が産生する乳汁１キログラムあたり、少なくとも約１０
グラムの脂肪酸を前記反芻動物が摂取する量で、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物
に提供する工程を有するものである方法。
【請求項６５】
　請求項６３記載の方法において、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物に提供する工
程は、前記ミネラル舐食組成物が提供されない同様の反芻動物と比較して、前記反芻動物
による乳産生量の増加、および前記反芻動物が産生する乳汁中の脂肪含有量の増加の少な
くとも１つをもたらすものである方法。
【請求項６６】
　請求項６３記載の方法において、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物に提供する工
程は、前記ミネラル舐食組成物が提供されない同様の反芻動物と比較して、前記反芻動物
による乳産生量の少なくとも約１％の増加、および前記反芻動物が産生する乳汁中の脂肪
含有量の少なくとも約１０％の増加の少なくとも１つをもたらすものである方法。
【請求項６７】
　請求項６３記載の方法において、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物に提供する工
程は、前記ミネラル舐食組成物を前記反芻動物に自由に提供する工程を有するものである
方法。
【請求項６８】
　反芻動物用のミネラル舐食組成物であって、
　前記飽和脂肪酸成分の重量で少なくとも約６０％の量のパルミチン酸を有する脂肪酸成
分と、
　少なくとも１つのナトリウム塩と、
　少なくとも１つのカルシウム塩と、
　少なくとも１つのマグネシウム塩と
　を有し、前記脂肪酸成分中の不飽和トランス脂肪酸含有量は、前記脂肪酸成分の重量で
約５％以下の量であるミネラル舐食組成物。
【請求項６９】
　請求項６８記載のミネラル舐食組成物において、前記脂肪酸成分は基本的にパルミチン
酸化合物から成るものであるミネラル舐食組成物。
【請求項７０】
　請求項６８記載のミネラル舐食組成物において、前記脂肪酸成分はパルミチン酸化合物
から成るものであるミネラル舐食組成物。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
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【０００１】
　泌乳反芻動物から得られる乳汁の生産量と脂肪含有量を増加させることは、酪農家の主
な目標であった。反芻動物１頭あたりの乳汁産生量が増加することは、収量が高くなるこ
とで、利益が増えるため、有益である。乳脂肪量の増加は、経済的価値が高く、チーズ、
ヨーグルトなどの非常に価値ある食品に利用することができるため、望ましい。
【０００２】
　生産量と乳脂肪含有量のいずれかまたは両方を増加させる一般的なアプローチは、前記
反芻動物に提供される飼料、栄養素、元素、ビタミン、および／または補助食品などを調
節するなどである。そのような具体的方法の１つは前記反芻動物に完全混合飼料（ＴＲＭ
）を給餌することであり、ＴＲＭは穀物およびサイレージと、例えば大豆食および菜種食
などのタンパク質食を混合したものである。前記ＴＲＭには、さらなる材料および微量元
素、ビタミン、特別栄養素などを加えることもできる。
【０００３】
　しかし、現在、乳脂肪含有量を増加するために用いられている方法と飼料は乳汁生産を
低下させ、タンパク質含有量を低下させ、および／または他にも前記反芻動物に有害な作
用を持つ傾向がある。さらに、前記方法および飼料は、前記乳脂肪の脂肪酸プロファイル
においてトランス脂肪酸値の上昇など、他にも望ましくない作用をもたらすことが多い。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態では、反芻動物用のミネラル舐食組成物が少なくとも１つのナトリウム塩、
少なくとも１つのカルシウム塩、少なくとも１つのマグネシウム塩、および重量で少なく
とも約８０％の飽和脂肪酸を有する、少なくとも１つの脂肪酸成分を含む。
【０００５】
　一実施形態では、反芻動物用のミネラル舐食組成物を調製する方法が、少なくとも１つ
のナトリウム塩、少なくとも１つのカルシウム塩、少なくとも１つのマグネシウム塩、お
よび少なくとも１つの飽和脂肪酸成分を混合し、ミネラル舐食混合物を提供する工程、お
よび前記ミネラル舐食混合物から前記ミネラル舐食組成物を形成する工程を含む。
【０００６】
　一実施形態では、反芻動物の乳脂肪含有量を増加させる方法に、反芻動物が摂取するよ
うにミネラル舐食組成物を提供する工程を含む。前記ミネラル舐食組成物は、少なくとも
１つのナトリウム塩、少なくとも１つのカルシウム塩、少なくとも１つのマグネシウム塩
、および重量で少なくとも約８０％の飽和脂肪酸を有する、少なくとも１つの脂肪酸成分
を含む。
【０００７】
　一実施形態では、反芻動物用のミネラル舐食組成物が、前期脂肪酸成分の重量で少なく
とも約６０％の量のパルミチン酸、少なくとも１つのナトリウム塩、少なくとも１つのカ
ルシウム塩、および少なくとも１つのマグネシウム塩を含む脂肪酸組成物を含む。前記脂
肪酸成分中の不飽和トランス脂肪酸含有量は、脂肪酸成分の重量で約５％以下の量である
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、一実施形態により、反芻動物用のミネラル舐食組成物を調製する方法の
工程系統図を図示している。
【図２】図２は、様々な実施形態により、反芻動物用のミネラル舐食組成物を調製する別
の方法の工程系統図を図示している。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本開示は、変更されることもあるため、説明された特定の系、装置、および方法に限定
されない。説明に使用された用語は、特定形態または実施形態のみを説明する目的であり
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、前記範囲を制限する意図はない。
【００１０】
　本明細書に用いられるとおり、文脈が明確にそうでないことを示していない限り、単数
形の「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は複数の言及も含める。それ以外に定義されて
いるのではない限り、本文に用いられるすべての技術的および科学的用語は、当業者によ
って一般に理解されるものと同じ意味を有する。本開示中に、本開示に説明される実施形
態が、先願発明に基づき、そのような開示に先行する権利はないことの承認として解釈さ
れる事項はない。本書に用いられるとおり、「～を有する」の用語は「これに限定される
ものではないが、～を含む」を意味する。
【００１１】
　以下の用語は、本出願の目的で、以下に示したそれぞれの意味を有する。
【００１２】
　「反芻動物」は、複数の胃を持つ哺乳類の種類であり、この複数の胃により、第１胃（
反芻胃）内で食物を柔らかくし、半分消化された食物塊を反芻することで、動物はセルロ
ースを中心とした食物を消化することができる。反芻動物は、吐き戻し食塊としても知ら
れる反芻食塊を再び咀嚼する。反芻動物の具体的な例には、これに限定されるものではな
いが、ウシ、バイソン、バッファロー、ヤク、ラクダ、ラマ、キリン、シカ、プロングホ
ーン、レイヨウ、ヒツジ、およびヤギを含む。反芻動物が産生する乳汁は、様々な乳製品
に広く利用されている。乳牛は、牛乳、および例えば、ヨーグルト、チーズ、ホエイ、お
よびアイスクリームなどの加工乳製品を生産するため、商業的にかなり重要である。
【００１３】
　「サイレージ」は、例えば、牧草、豆類、飼料用トウモロコシなどの生草を刻んだもの
を含む飼料を指す。前記サイレージは、空気を除くように設計された構造物または容器に
入れられる。次に、前記サイレージは前記造物または容器内で発酵することで、腐敗を遅
らせる。サイレージの水分含有量は、重量で約６０％～約８０％とすることができる。
【００１４】
　本開示は、反芻動物の乳産生に影響を及ぼす目的で、前記反芻動物に給餌することがで
きる補助食品などの食餌組成物に関する。特に、本明細書にさらに詳細に説明するとおり
、本明細書に説明する食餌組成物は、反芻動物による乳産生量を増加する、および／また
は前記反芻動物が産生する乳汁中の脂肪含有量を増加するために前記反芻動物に給餌する
ことができる。本明細書で具体的に説明される組成物は、ミネラル舐食の形態としてもよ
い。
【００１５】
　反芻動物が飼料を摂取する際、前記飼料中の脂肪は前記反芻胃による修飾を受け、前記
飼料中の脂肪プロファイルと異なる乳脂肪プロファイルを提供する。前記反芻胃内で完全
には不活性でない脂肪はすべて、飼料材料の反芻胃内消化率を低下させる可能性がある。
乳組成物および脂肪の質は、前記反芻動物の食餌の影響を受ける可能性がある。例えば、
油分を給餌すると反芻胃の機能および乳生成に悪影響を及ぼす可能性がある。油分を給餌
した結果、乳タンパク質濃度が低下し、前記脂肪濃度が低下し、トランス脂肪酸の割合が
上昇する。これらの変化は、特に、乳汁が摂取されたときのヒト血中の有害な低比重リポ
タンパク質（ＬＤＬ）コレステロールの上昇と有益な高比重リポタンパク質（ＨＤＬ）コ
レステロールの低下と関連していた。さらに、産業的な乳加工中に乳脂肪の性質が劣化す
る。乳汁中の多価不飽和脂肪酸値が高いと味が悪くなり、保存の問題が生じる可能性があ
る。乳脂肪の典型的な脂肪組成物は、７０％以上の飽和脂肪酸を含み、トランス脂肪酸の
総量は３％～１０％の範囲で変化する。植物油を前記飼料に加えると、トランス脂肪酸の
割合が１０％以上に上昇する可能性がある。
【００１６】
　油分および脂肪の有害作用を軽減する１つの解決策は、トリグリセリド脂肪の加水分解
を阻害することである。脂肪の加水分解は、例えば、ホルムアルデヒド処理カゼインで脂
肪を保護することで低下させることができる。別の代替法は不溶性脂肪酸カルシウム塩を
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作るもので、この方法により、反芻胃内での水素化を回避することができる。しかし、脂
肪酸塩には辛味があり、この辛味は飼料での有用性を制限し、飼料摂取量を低下させる可
能性がある。また塩は、前記飼料のペレット化工程にも影響する可能性がある。
【００１７】
　したがって、本明細書で説明されるミネラル舐食組成物は、前記飼料中のパルミチン酸
を反芻動物の消化管を経て、血液循環に移行させることができる。これにより、前記反芻
動物の乳生産のエネルギー効率が改善する。エネルギーの利用効率が高くなると、乳生産
量が増加し、乳汁中のタンパク質および脂肪濃度が高くなる。特に、前記ミネラル舐食組
成物は、乳脂肪成分を細胞に移行することで乳腺の脂肪合成を高めるため、前記乳腺でエ
ネルギーを消費する合成は必要ない。したがって、グルコースがより効率的にラクトース
産生に利用される可能性があり、すぐに乳産生量が増加する。アミノ酸からグルコースを
産生する必要がないため、乳タンパク質含有量は増加する。したがって、前記反芻動物は
乳汁分泌期の始めに体重を落とすことがない。
【００１８】
　本明細書で説明されている様々な実施形態において、前記ミネラル舐食組成物が、少な
くとも１つのナトリウム塩、少なくとも１つのカルシウム塩、少なくとも１つのマグネシ
ウム塩、および少なくとも１つの脂肪酸成分を含む。本明細書でさらに詳細に説明すると
おり、前記脂肪酸成分は、主に（パルミチン酸などの）飽和脂肪酸であり、不飽和トラン
ス脂肪酸をほとんど、または全く含まない。前記脂肪酸成分は前記組成物の重量で約３０
％～約８０％とすることができ、前記少なくとも１つのナトリウム塩は前記組成物の重量
で約５％～約１５％とすることができ、前記少なくとも１つのカルシウム塩は前記組成物
の重量で約５％～約２５％とすることができ、前記少なくとも１つのマグネシウム塩は前
記組成物の重量で約５％～約１５％とすることができる。
【００１９】
　図１は、反芻動物が摂取する食餌組成物を調製する方法の工程系統図を図示している。
様々な実施形態において、本明細書でさらに詳細に説明されるとおり、前記反芻動物が摂
取する際に、前記食餌組成物が前記反芻動物が産生する乳汁の特有の品質、および前記反
芻動物が産生する乳量を最大限とするように、前記食餌組成物が考案されてもよい。特定
の実施形態では、前記食餌組成物がミネラル舐食組成物であり、これに限定されるもので
はないが、固体、非液体、凝塊、または集塊を含む。「食餌組成物」および「ミネラル舐
食組成物」の用語は同義的に使用することができる。
【００２０】
　様々な実施形態において、図１について本明細書で説明される成分は、どのような順番
および／または組み合わせでも混合することができ、本明細書に説明される順番に限定さ
れない。一部の実施形態では、ミネラル舐食組成物が、複数のミネラルを提供し（１０５
）、脂肪酸を追加して（１１０）ミネラル舐食組成物を得ることで調製される。したがっ
て、工程１０５および１１０により複数のミネラルおよび脂肪酸を混合し、前記ミネラル
舐食組成物を得る。本明細書でさらに詳細に説明されるとおり、複数のミネラルは、少な
くとも１つのナトリウム塩、少なくとも１つのカルシウム塩、および少なくとも１つのマ
グネシウム塩を含む。
【００２１】
　様々な実施形態において、本明細書で説明されるミネラルが、一般に安全と認められる
（ｇｅｎｅｒａｌｌｙ　ｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄ　ａｓ　ｓａｆｅ：ＧＲＡＳ）ミネラルで
あるか、またはそのようなミネラルの組み合わせであってもよい。前記ミネラルは、さら
に生物が利用可能なミネラルを提供するミネラル供給源から得ることができる。少なくと
も１つのナトリウム塩と少なくとも１つのカルシウム塩と少なくとも１つのマグネシウム
塩の比率は、例えば、約７：６：１４である。
【００２２】
　少なくとも１つのナトリウム塩は本開示による制限はなく、少なくとも１つのナトリウ
ムイオンを含むいかなる塩を含んでもよい。ナトリウム塩の実例には、リン酸一ナトリウ
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ム、酢酸ナトリウム、塩化ナトリウム、重炭酸ナトリウム、リン酸二ナトリウム、ヨウ素
酸ナトリウム、ヨウ化ナトリウム、トリポリリン酸ナトリウム、硫酸ナトリウム、および
／または亜セレン酸ナトリウムなどを含む。前記ナトリウム塩は重量で約５％～重量で約
１５％の量で前記ミネラル舐食組成物中に存在してもよい。具体的な例として、重量で約
５％、重量で７％、重量で１０％、重量で１０．７％、重量で１４％、重量で１５％、ま
たはこれらの値２つの間のいずれかの範囲または値を含む。
【００２３】
　少なくとも１つのカルシウム塩は本開示による制限はなく、少なくとも１つのカルシウ
ムイオンを含むいかなる塩を含んでもよい。カルシウム塩の実例には、酢酸カルシウム、
炭酸カルシウム、塩化カルシウム、グルコン酸カルシウム、水酸化カルシウム、ヨウ素酸
カルシウム、ヨウ化ベーヘン酸カルシウム、酸化カルシウム、無水硫酸カルシウム、無水
硫酸カルシウム、リン酸二カルシウム、リン酸一カルシウム、および／またはリン酸三カ
ルシウムなどを含む。前記カルシウム塩は重量で約５％～重量で約２５％の量で前記ミネ
ラル舐食組成物中に存在してもよい。具体的な例として、重量で約５％、重量で７％、重
量で１０％、重量で１２％、重量で１４％、重量で１５％、重量で２０％、重量で２１％
、重量で２５％、またはこれらの値２つの間のいずれかの範囲または値を含む。
【００２４】
　少なくとも１つのマグネシウム塩は本開示による制限はなく、少なくとも１つのマグネ
シウムイオンを含むいかなる塩を含んでもよい。マグネシウム塩の実例には、酢酸マグネ
シウム、炭酸マグネシウム、酸化マグネシウム、および／または硫酸マグネシウムなどを
含む。前記マグネシウムは、重量で約５％～重量で約１５％の量で前記ミネラル舐食組成
物中に存在してもよい。具体的な例として、重量で約５％、重量で５．６％、重量で５．
８％、重量で７％、重量で１０％、重量で１４％、重量で１５％、またはこれらの値２つ
の間のいずれかの範囲または値を含む。
【００２５】
　前記ミネラル舐食混合物は、さらに、例えばカリウム、リン、亜鉛、硫黄、セレン、マ
ンガン、鉄、コバルト、銅、ヨウ素、モリブデンなどの１若しくはそれ以上の他のミネラ
ルまたはその誘導体を含んでもよい。実例となる誘導体には、例えば、コバルト塩、マン
ガン塩、カリウム塩、鉄塩、および亜鉛塩を含む。実例となるコバルト塩には、酢酸コバ
ルト、炭酸コバルト、塩化コバルト、酸化コバルト、および／または硫酸コバルトなどを
含む。実例となるマンガン塩には、炭酸マンガン、塩化マンガン、クエン酸マンガン、グ
ルコン酸マンガン、オルトリン酸マンガン、酸化マンガン、リン酸マンガン、および／ま
たは硫酸マンガンなどを含む。実例となるカリウム塩には、酢酸カリウム、炭酸水素カリ
ウム、炭酸カリウム、塩化カリウム、ヨウ素酸カリウム、ヨウ化カリウム、および／また
は硫酸カリウムなどを含む。実例となる鉄塩には、クエン酸鉄アンモニウム、炭酸鉄、塩
化鉄、グルコン酸鉄、酸化鉄、リン酸鉄、ピロリン酸鉄、硫酸鉄、および／または還元鉄
などを含む。亜鉛塩の実例には、酢酸亜鉛、炭酸亜鉛、塩化亜鉛、酸化亜鉛、および／ま
たは硫酸亜鉛などを含む。他のミネラルには、例えば、硫酸銅、酸化銅、セレン酵母、お
よび少なくとも１つのキレートミネラルを含む。キレートミネラルは、アミノ酸により可
溶化された金属ミネラルである。実例となるキレートミネラルには、アスパラギン酸マグ
ネシウムおよびクロミウム・ピコリネートを含む。
【００２６】
　様々な実施形態において、前記脂肪酸成分には、１若しくはそれ以上の飽和脂肪酸、不
飽和脂肪酸、塩、およびその誘導体を含む。様々な実施形態において、前記脂肪酸成分に
は、１若しくはそれ以上の遊離脂肪酸および／または糖脂質を含む。遊離脂肪酸は非共役
脂肪酸であるのに対し、糖脂質は炭水化物が共役した脂肪酸である。一部の実施形態では
、前記脂肪酸成分は前記ミネラル舐食組成物の重量で約３０％～重量で約８０％の量で、
前記ミネラル舐食組成物中に存在してもよい。特定の実施形態では、前記脂肪酸成分が、
重量で約３０％、重量で約３５％、重量で約４０％、重量で約４５％、重量で約５０％、
重量で約５５％、重量で約６０％、重量で約６５％、重量で約７０％、重量で約７５％、
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重量で約８０％、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲の量で、前記ミネ
ラル舐食組成物中に存在してもよい。一部の実施形態では、前記脂肪酸成分が前記ミネラ
ル舐食組成物の重量で約３０％～約８０％であってもよい。
【００２７】
　一部の実施形態では、前記脂肪酸成分が約４０℃以上の融点を有する。一部の実施形態
では、前記脂肪酸成分が約８０℃以下の融点を有する。一部の実施形態では、前記脂肪酸
成分が約４０℃～約８０℃の融点を有する。特定の実施形態では、前記脂肪酸成分が約４
０℃、約４５℃、約５０℃、約５５℃、約６０℃、約６５℃、約７０℃、約７５℃、約８
０℃、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲の融点を有してもよい。
【００２８】
　様々な実施形態において、前記脂肪酸成分が少なくとも１つの飽和脂肪酸を含む。例え
ば、前記脂肪酸成分は１、２、３、４、５、６種類またはそれ以上の異なる飽和脂肪酸を
含んでもよい。一部の実施形態では、本明細書にさらに詳細に説明するとおり、前記飽和
脂肪酸が、反芻動物が前記ミネラル舐食組成物を摂取し、望みの品質および量の乳汁を産
生するようになる量で、脂肪酸成分中に存在してもよい。したがって、一部の実施形態で
は、前記飽和脂肪酸が、重量で約９０％、重量で約９１％、重量で約９２％、重量で約９
３％、重量で約９４％、重量で約９５％、重量で約９６％、重量で約９７％、重量で約９
８％、重量で約９９％、重量で約１００％、またはこれらの値２つの間のいずれかの値ま
たは範囲を含む、前記脂肪酸成分の重量で約９０％～前記脂肪酸成分の重量で約１００％
の量で存在してもよい。前記飽和脂肪酸はこの開示により制限されず、そのすべての誘導
体を含む、現在既知または後に発見されるあらゆる数の飽和脂肪酸を含む。例えば、飽和
脂肪酸の誘導体には、塩、エステル、アミド、炭酸塩、カルバミン酸塩、イミド、無水物
、および／またはアルコールなどを含む。
【００２９】
　本明細書に用いるとおり、前記脂肪酸の「塩」の用語は、これに限定されるものではな
いが、例えば、臭化水素酸塩、塩化水素酸塩、フッ化水素酸塩、およびヨウ化水素酸塩な
どのハロゲン酸塩、例えば、硝酸塩、過塩素酸塩、硫酸塩、およびリン酸塩などの無機酸
塩、例えば、スルホン酸塩（メタンスルホン酸塩、トリフルオロメタンスルホン酸塩、エ
タンスルホン酸塩、ベンゼンスルホン酸塩、またはｐ－トルエンスルホン酸塩）、酢酸塩
、リンゴ酸塩、フマル酸塩、コハク酸塩、クエン酸塩、安息香酸塩、グルコン酸塩、乳酸
塩、マンデル酸塩、粘液酸塩、パモ酸塩、パントテン酸塩、シュウ酸塩、およびマレイン
酸塩などの有機酸塩、およびアスパラギン酸塩またはグルタミン酸塩などのアミノ酸塩を
含むすべての酸付加塩とすることができる。前記酸付加塩は、二ハロゲン化水素酸塩、二
硫酸塩、二リン酸塩、または二有機酸塩などの一または二酸付加塩とすることができる。
すべての場合において、前記酸付加塩はアキラル試薬として使用され、本開示の製剤との
相互作用を好むと予想される、またはそうであることが既知であること、または本開示の
製剤の特異的光学異性体の沈殿に基づき、選択されるものではない。
【００３０】
　本明細書で使用される「脂肪酸エステル」の用語は、脂肪酸のエステルを意味する。例
えば、前記脂肪酸エステルはＲＣＯＯＲ’の形態をとることができる。Ｒは、これに限定
されるものではないが、Ｃ１０、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１８、Ｃ２０、およびＣ２
４を含む飽和または不飽和アルキル基とすることができる。Ｒ’は、約１～約１０００炭
素原子を有する基であり、ヘテロ原子を含んでも含まなくてもよい。一部の実施形態では
、Ｒ’が約１～約２０、約３～約１０、および約５～約１５炭素原子を有する。前記ヘテ
ロ原子には、これに限定されるものではないが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｐ、Ｓｅ、ハロゲン、Ｓｉ
、およびＢを含む。例えば、Ｒ’はメチル、エチル、またはｔ－ブチルなどのＣ１－６ア
ルキル；Ｃ１－６アルコキシＣ１－６アルキル；テトラヒドロフラニルなどのヘテロシク
リル；ベンジルオキシメチル（ＢＯＭ）などのＣ６－１０アリールオキシＣ１－６アルキ
ル；トリメチルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、およびｔ－ブチルジフェニルシリル
などのシリル；シンナミル；アリル；ハロゲン、シリル、シアノ、またはＣ１－６アリー
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ルで一、二、または三置換され、前記アリール環が非置換であるか、またはＣ１－７アル
キル、Ｃ１－７アルコキシ、ハロゲン、ニトロ、シアノ、およびＣＦ３から成る群から選
択される一、二、または三残基で置換されたＣ１－６アルキル；または９－フルオレニル
で置換されたＣ１－２アルキルを含む。
【００３１】
　本明細書に用いるとおり、「脂肪酸アミド」は脂肪酸のアミドを含み、前記脂肪酸はア
ミド基に結合する。例えば、前記脂肪酸アミドはＲＣＯＮＲ’Ｒ’’の式をとることがで
きる。Ｒは、これに限定されるものではないが、Ｃ１０、Ｃ１２、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ１
８、Ｃ２０、およびＣ２４を含む飽和または不飽和アルキル基とすることができる。Ｒ’
およびＲ’’は、約１～約１０００炭素原子を有する基であり、ヘテロ原子を含んでも含
まなくてもよい。一部の実施形態では、Ｒ’が約１～約２０、約３～約１０、および約５
～約１５炭素原子を有する。前記ヘテロ原子には、これに限定されるものではないが、Ｎ
、Ｏ、Ｓ、Ｐ、Ｓｅ、ハロゲン、Ｓｉ、およびＢを含む。例えば、Ｒ’およびＲ’’はそ
れぞれ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、アラルキル、シクロアルキル、
ハロゲン化アルキル、またはヘテロシクロアルキル基とすることができる。
【００３２】
　「脂肪酸無水物」は、脂肪酸とカルボン酸との縮合により生じる化合物を指す。脂肪酸
無水物の形成に使用することができるカルボン酸の実例には、酢酸、プロピオン酸、安息
香酸などを含む。
【００３３】
　脂肪酸の「アルコール」は、３～３０炭素原子および１若しくはそれ以上のヒドロキシ
基を持ち、直鎖または分岐鎖飽和ラジカル基を有する脂肪酸を指す。前記アルコール成分
のアルキル部分は、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、イソ－プロピル、イソ－ブ
チル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチルなどとすることができる。当業者は、他のアル
コール基も本開示において有用であることを理解する。
【００３４】
　一部の実施形態では、前記飽和脂肪酸がパルミチン酸化合物を含む。前記パルミチン酸
化合物は本開示により制限されず、１若しくはそれ以上の共役パルミチン酸、非共役パル
ミチン酸、遊離パルミチン酸、および／またはパルミチン酸誘導体などを含む。ヘキサデ
カン酸として知られるパルミチン酸の分子式はＣＨ３（ＣＨ２）１４ＣＯ２Ｈである。パ
ルミチン酸誘導体の具体例には、パルミチン酸エステル、パルミチン酸アミド、パルミチ
ン酸塩、パルミチン酸カルボナート、パルミチン酸カルバメート、パルミチン酸イミド、
および／またはパルミチン酸無水物などを含む。前記パルミチン酸化合物が、重量で約６
０％、重量で約６５％、重量で約７０％、重量で約７５％、重量で約８０％、重量で約８
５％、重量で約９０％、重量で約９５％、重量で約９８％、重量で約９９％、重量で約１
００％、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲を含む、前記脂肪酸の重量
で約６０％～前記脂肪酸の重量で約１００％の量で、前記脂肪酸成分中に存在してもよい
。一部の実施形態では、前記脂肪酸成分が基本的に前記パルミチン酸化合物から成る。他
の実施形態では、前記脂肪酸成分が完全に前記パルミチン酸化合物から成る。
【００３５】
　一部の実施形態では、前記飽和脂肪酸がステアリン酸を含む。前記ステアリン酸化合物
は本開示により制限されず、共役ステアリン酸、非共役ステアリン酸、遊離ステアリン酸
、および／またはステアリン酸誘導体などを含む。オクタデカン酸として知られるステア
リン酸の化学式はＣＨ３（ＣＨ２）１６ＣＯ２Ｈである。ステアリン酸誘導体の具体例に
は、１若しくはそれ以上のステアリン酸エステル、ステアリン酸アミド、ステアリン酸塩
、ステアリン酸カルボナート、ステアリン酸カルバメート、ステアリン酸イミド、および
／またはステアリン酸無水物などを含む。大量のステアリン酸は乳腺の乳産生能力を妨げ
る可能性があるため、ステアリン酸の量は、前記脂肪酸成分中に、前記脂肪酸成分の重量
で約３０％以下の量で存在させてもよい。特定の実施形態では、前記ステアリン酸化合物
が重量で約３０％の前記脂肪酸成分、重量で約２５％の前記脂肪酸成分、重量で約２０％
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の前記脂肪酸成分、重量で約１５％の前記脂肪酸成分、重量で約１０％の前記脂肪酸成分
、重量で約５％の前記脂肪酸成分、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲
を含む。
【００３６】
　一部の実施形態では、前記脂肪酸成分が不飽和脂肪酸を含む。本明細書で使用される「
不飽和脂肪酸」の用語は、モノおよびポリ不飽和脂肪を指し、不飽和トランス脂肪酸を含
む。前記不飽和脂肪酸は、少なくとも１つのアルケン結合を含む必要があり、その炭化水
素鎖のどの位置でも、１若しくはそれ以上のアルケン基を含むことができ、前記不飽和は
二重結合の共役系として存在してもしなくてもよい。前記不飽和脂肪酸はこの開示により
制限されず、そのすべての誘導体を含む、現在既知または後に発見されるあらゆる数の不
飽和脂肪酸を含む。例えば、すでに本明細書で説明したとおり、不飽和脂肪酸誘導体には
、塩、エステル、アミド、無水物、および／またはアルコールなどを含む。様々な実施形
態において、本明細書により詳細に説明するとおり、前記ミネラル舐食組成物を摂取する
反芻動物が産生する乳汁の望ましい品質に影響する、前記脂肪酸成分中の最小量の不飽和
脂肪酸を使用することができる。したがって、一部の実施形態では、前記脂肪酸成分が不
飽和脂肪酸を実質的に含まない。不飽和脂肪酸について本明細書で用いるとおり、「実質
的に含まない」の用語は、微量の不飽和脂肪酸を含め、不飽和脂肪酸が実質的にない、ま
たは不飽和脂肪酸の重量で約１０％以下を意味することは理解される。したがって、前記
不飽和脂肪酸は、重量で約１０％以下、重量で約５％以下、重量で約４％以下、重量で約
３％以下、重量で約２％以下、重量で約１％以下、重量で約０．５％以下、重量で約０％
、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲を含む、前記脂肪酸成分の重量で
約１０％以下の量で、前記脂肪酸成分中に存在してもよい。
【００３７】
　様々な実施形態で、前記脂肪酸成分の少なくとも一部が含まれてもよい。一部の実施形
態では、前記脂肪酸が、前記無機塩類に脂肪酸を追加する（１１０）前に、あらかじめ含
まれていてもよい。他の実施形態では、前記脂肪酸が、本明細書で説明される様々な工程
１０５、１１０、１１５、１２０の結果として含まれてもよい。一部の実施形態では、前
記脂肪酸が少なくとも１つの超分子構造に含まれていてもよい。超分子構造には、マイク
ロエマルジョン、リポソーム（小胞）、ミセル、および逆ミセルなどの多孔質構造を含む
。前記リポソーム（小胞）は、リン脂質などの脂質分子から成る膜によって完全に囲われ
た水部分を含む。一部の実施形態では、前記リポソームが二分子膜を有してもよい。一部
の実施形態では、前記リポソームが少なくとも１つの界面活性剤を含んでもよい。界面活
性剤の例には、ポリオキシエチレンエステルおよび脂肪酸エステルを含む。前記界面活性
剤は、約２、約３、約４、約５、約６、約７、約８、約９、約１０、約１１、約１２、ま
たはこれらの値２つの間のいずれかの範囲または値を含む、約２～約１２の親水性－親油
性バランス（ＨＬＢ）を有する。ミセルおよび逆ミセルは、両親媒性成分を含むが、完全
に膜で囲われた水部分を含まない、微視的小胞である。ミセルでは、前記両親媒性化合物
の親水性部分が外側（前記小胞表面）にある。逆ミセルでは、前記両親媒性化合物の疎水
性部分が外側にある。したがって、前記逆ミセルは、前記逆ミセル内に水および高分子を
いずれも可溶化することができる極性コアを含む。前記コアの水分貯蔵量が増えると、水
分環境がバルク水の物理的および化学的特徴に適合し始める。得られた逆ミセルは、油中
水のマイクロエマルジョンと呼ばれることもある。
【００３８】
　一部の実施形態では、前記脂肪酸の少なくとも一部がミセルまたは小胞のコアに含まれ
る。前記コアは、前記脂肪酸に加え、そこに、いずれかの数の粒子を含んでもよい。前記
コア組成物は、本明細書でさらに詳細に説明するとおり、前記タンパク質材料、前記セル
ロース系材料、前記アミノ酸、および前記アミノ酸誘導体の少なくとも１つを含むコア材
料でできていてもよい。
【００３９】
　様々な実施形態において、前記脂肪酸成分の少なくとも一部がカプセルに封入されてい
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てもよい。一部の実施形態では、前記脂肪酸が、前記無機塩類に前記脂肪酸を追加（１１
０）する前に、あらかじめカプセルに封入されていてもよい。他の実施形態では、前記脂
肪酸が、本明細書で説明される様々な工程１０５、１１０、１１５、１２０の結果として
カプセルに封入されていてもよい。一部の実施形態では、前記脂肪酸がカプセルに封入さ
れていてもよい。前記カプセルは、少なくとも１つのポリサッカライドでできたカプセル
シェルを含んでいてもよい。本明細書で説明されるカプセルシェルの実例には、寒天、ゼ
ラチン、デンプンカゼイン、キトサン、大豆タンパク質、紅花タンパク質、アルギン酸塩
、ジェランガム、カラゲナン、キサンタンガム、フタル酸化ゼラチン、コハク酸化ゼラチ
ン、セルロセフタラート－酢酸、ポリビニルアセテート、ヒドロキシプロピルメチルセル
ロース、ポリビニルアセテート－フタラート、ポリメリス酸のアクリル酸エステル、ポリ
メリス酸のメタクリル酸エステル、および／またはその混合物を含むカプセルシェルを含
む。
【００４０】
　様々な実施形態において、１若しくはそれ以上の他の成分が前記ミネラル舐食混合物に
追加（１１５）されてもよい。前記他の成分は、本明細書でさらに詳細に説明するとおり
、工程１０５および１１０と実質的に同時に追加（１１５）、工程１０５および１１０の
後に追加、工程１０５および１１０の前に追加、または工程１２０中に追加することがで
きる。追加（１１５）することができる他の成分の実例には、本明細書でさらに詳細に説
明するとおり、乳化剤、糖原性前駆体、抗酸化物、ビタミン、微量元素、カルニチン、ア
ミノ酸、アミノ酸誘導体、タンパク質、炭水化物、セルロース系材料、結合剤、充てん剤
、賦形剤、香料添加剤など、またはその組み合わせを含む。前記他の成分には、前記ミネ
ラル舐食組成物を摂取する反芻動物に有益な栄養学的および食餌上の必要性を提供するた
めに十分な特定の量で含まれる、様々な部分を含んでもよい。例えば、前記ミネラル舐食
混合物は、それぞれ前記反芻動物に有益な栄養学的および食餌上の必要性を提供するため
に十分な量で、炭水化物部分およびビタミン部分を含んでもよい。
【００４１】
　前記炭水化物は本開示により制限されず、いずれかの炭水化物、または炭水化物の組み
合わせ、特に、動物飼料およびミネラル舐食組成物に含まれるものを含んでもよい。一部
の実施形態では、前記炭水化物が前記ミネラル舐食組成物にエネルギー源を提供すること
ができる。炭水化物の実例には、糖蜜、甜菜パルプ、サトウキビ、ふすま、オート麦のさ
や、穀物のさや、大豆の殻、ピーナッツの殻、木材、醸造副産物、飲料産業副産物、牧草
、食用ぬか、サイレージ、糖蜜、糖、デンプン、セルロース、ヘミセルロース、小麦、ト
ウモロコシ、オート麦、ソルガム、雑穀、大麦、大麦繊維、大麦のさや、大麦のミドリン
グ粉、大麦ふすま、麦芽用オオムギスクリーニング品、麦芽用オオムギおよび微粉、麦芽
細根、トウモロコシふすま、トウモロコシミドリング粉、トウモロコシの穂軸、トウモロ
コシスクリーニング品、トウモロコシ繊維、雑穀、米、米糠、米ミドリング粉、ライ麦、
ライ小麦、ビールの醸造粕、コーヒー粉、細かい茶葉、柑橘類パルプ、皮残渣、藻類、藻
類食、および／または微細藻類などを含む。
【００４２】
　様々な実施形態において、前記糖原性前駆体には、少なくとも１つのグリセロール、プ
ロピレングリコール、糖蜜、プロピオン酸塩、グリセリン、プロパンジオール、プロピオ
ン酸カルシウム、プロピオン酸、オクタン酸、蒸気爆発のおがくず、蒸気爆発の木材チッ
プ、蒸気爆発の麦かん、藻類、藻類食、微細藻類、またはその組み合わせを含む。前記糖
原性前駆体は前記ミネラル舐食組成物に含まれ、反芻動物の体内で糖新生が起こらないよ
うに、前記反芻動物にエネルギー源を提供してもよい。
【００４３】
　前記抗酸化物は本開示により制限されず、いずれかの抗酸化物、または抗酸化物の組み
合わせ、特に、動物飼料およびミネラル舐食組成物に使用されるものを含んでもよい。抗
酸化物の実例には、α－カロチン、β－カロチン、エトキシキン、ブチル化ヒドロキシア
ニソール（ＢＨＡ）、ブチル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）、クリプトキサンチン、ル



(16) JP 2016-525371 A 2016.8.25

10

20

30

40

50

テイン、リコピン、ゼアキサンチン、ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＥ、セレン、お
よび／またはαリポ酸などを含む。
【００４４】
　様々な実施形態において、前記ビタミンはビタミンＡ、ビタミンＢ、ビタミンＣ、ビタ
ミンＤ、ビタミンＥ、および／またはビタミンＫなどを含む。ビタミンＢの具体例には、
チアミン（ビタミンＢ１）、リボフラビン（ビタミンＢ２）、ナイアシン（ビタミンＢ３

）、パントテン酸（ビタミンＢ５）、ピリドキシン（ビタミンＢ６）、ビオチン（ビタミ
ンＢ７）、葉酸（ビタミンＢ９）、コバラミン（ビタミンＢ１２）、およびコリン（ビタ
ミンＢｐ）を含む。
【００４５】
　一部の実施形態では、前記ミネラル舐食混合物が一定量のカルニチンを含む。前記カル
ニチンは前記ミネラル舐食混合物に含まれ、脂肪酸の分解を助け、前記反芻動物における
代謝エネルギーを生成する。一部の実施形態では、前記カルニチンが予混合組成物中に存
在してもよい。
【００４６】
　一部の実施形態では、前記アミノ酸がロイシン、リジン、ヒスチジン、バリン、アルギ
ニン、トレオニン、イソロイシン、フェニルアラニン、メチオニン、トリプトファン、お
よび／またはそのすべての誘導体の組み合わせを含む、必須アミノ酸である。一部の実施
形態では、前記アミノ酸が、アラニン、アスパラギン、アスパラギン酸、システイン、グ
ルタミン酸、グルタミン、グリシン、プロリン、セリン、チロシン、および／またはその
すべての誘導体の組み合わせを含む、非必須アミノ酸である。前記アミノ酸および／また
はその誘導体には、アミノ酸および非必須および必須アミノ酸の誘導体も含む。前記アミ
ノ酸は前記ミネラル舐食混合物に含まれ、例えば、筋肉量の増加、エネルギーの提供、お
よび／または回復の支援など、前記反芻動物の様々な生理的プロセスで栄養上の支援を行
う。一部の実施形態では、前記アミノ酸が予混合組成物から得られてもよい。
【００４７】
　一部の実施形態では、前記タンパク質がタンパク質源から得られてもよい。タンパク質
源の実例には、１若しくはそれ以上の穀物および／または油料種子食を含む。前記穀物は
本開示により制限されず、タンパク質源として利用できるすべての食用穀物、または穀物
の組み合わせとすることができる。穀物の実例には、大麦、小麦、スペルト小麦、ライ麦
、オート麦、ライ小麦、米、トウモロコシ、ソバ、キノア、アマランサス、ソルガムなど
を含む。油料種子食は、油料種子から保存油を除去した後に残った残渣に由来する。前記
油料種子食にはタンパク質が豊富に含まれ、残留脂肪および油分は変動する。油料種子食
の実例には、菜種食、大豆食、ヒマワリ食、綿実食、カメリナ食、からし種子食、ハマナ
種子食、紅花食、米食、ピーナッツ食、トウモロコシ・グルテン食、トウモロコシ・グル
テン飼料、乾燥蒸留穀物、可溶性成分と乾燥蒸留穀物および／または小麦グルテンなどを
含む。
【００４８】
　一部の実施形態では、前記ミネラル舐食混合物が少なくとも１つのセルロース系材料を
含む。前記セルロース系材料は、前記反芻動物に繊維源を提供し、コレステロール値を低
下させ、適切な消化機能を促進する。セルロース系材料の実例には、小麦ふすま、小麦ミ
ドリング粉、小麦ミルラン、オート麦のさや、オート麦ふすま、大豆の殼、牧草食、干し
草食、アルファルファ食、アルファルファ、麦わら、干し草、藻類、藻類食、および／ま
たは微細藻類などを含む。一部の実施形態では、本明細書にさらに詳細に説明されるとお
り、前記ミネラル舐食混合物がセルロース担体にコーティングされる。ミネラル舐食コー
ティングに使用される適切なセルロース担体の例には、麦わら、干し草、牧草、および穀
物を含む。
【００４９】
　様々な実施形態において、前記ミネラル舐食混合物は微量栄養素混合物を含む。微量栄
養素混合物は本開示により制限されず、現在既知であるか、後に開発されるすべての微量
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栄養素混合物を含むことができる。前記微量栄養素混合物には、本明細書でさらに詳細に
説明するとおり、少なくとも１つのビタミンおよび少なくとも１つのミネラルなど、様々
な成分を含む。一部の実施形態では、前記微量栄養素混合物が予混合組成物中から得られ
てもよい。
【００５０】
　前記結合剤は、本明細書でさらに詳細に説明するとおり、前記ミネラル舐食混合物に接
着性を提供し、特に、前記ミネラル舐食混合物がミネラル舐食混合物に成型される際に崩
壊しないようにすることができる。結合剤の例には、ポリサッカライド、タンパク質など
、またはその組み合わせを含む。前記充てん剤は、前記ミネラル舐食混合物の味に影響せ
ずに前記ミネラル舐食混合物の体積を増加する。充てん剤の例には、ケイ酸塩、カオリン
、および／または泥などを含む。前記賦形剤は、体積、重量、粘度、不透明度、および／
または強度などを増加させるために使用することができる。賦形剤の例には、グルテン飼
料、ヒマワリの殻、蒸留かす、グアーの殻、小麦ミドリング粉、もみ殻、米糠、油料種子
食、乾血食、動物副産物食、魚類副産物食、可溶性乾燥魚類、羽毛食、家禽副産物、肉食
、骨食、乾燥乳清、大豆たんぱく質濃縮物、大豆粉、酵母、小麦、オート麦、グレインソ
ルガム、トウモロコシ飼料食、ライ麦、トウモロコシ、大麦、吸引穀物分画、乾燥ビール
かす、トウモロコシの花、トウモロコシグルテン食、飼料用オート麦食、ソルガム種子粉
、小麦ミルラン、コムギレッドドッグ（ｗｈｅａｔ　ｒｅｄ　ｄｏｇ）、ひき割りトウモ
ロコシ飼料、小麦の花、小麦ふすま、小麦麦芽食、ひき割りオート麦、ライ麦ミドリング
粉、子葉繊維、および／または挽いた穀物を含む。
【００５１】
　様々な実施形態において、前記ミネラル舐食混合物を成形（１２０）し、前記ミネラル
舐食組成物を得ることができる。一部の実施形態では、成形（１２０）に前記ミネラル舐
食混合物の固体ブロック、成形ブロック、非液体形、半固体形、凝塊、および／または集
塊などを含む。本明細書に用いるとおり、「固体」は液体または半固体形と区別するため
に用い、固体側壁を有する管腔構造、または重量を減量する、取り付ける、または固定す
る目的などで、それ以外に何らかの空隙を提供することができる固体材料を捕らえること
を意味する。したがって、成形（１２０）には加圧成形、成形、押出加工、粉砕、ペレッ
ト成形、カプセル封入、および／または顆粒化などを含む。加圧成形は、例えば、一定量
の前記ミネラル舐食組成物に圧力をかける工程を含む。成形は、例えば、開放成形、圧縮
成形、射出成形、または遠心成形などを含む。押出加工は、例えば、望みの形状およびサ
イズを有する鋳型に前記ミネラル舐食組成物を押し出すことで、一定量の前記ミネラル舐
食組成物を成形する工程を含む。
【００５２】
　粉砕は、ハンマー・ミル、ローラー・ミル、ディスク・ミルなど、当業者に既知の様々
な粉砕装置により行うことができる。前記ミネラル舐食混合物および／またはその一部は
、（例えば、ミリメートルで計測される）粒子サイズ、メッシュサイズ、表面積など、様
々なサイズに粉砕することができる。一部の実施形態によれば、前記ミネラル舐食混合物
および／またはその一部は、約０．０５ｍｍ～約１０ｍｍの平均粒子サイズに粉砕するこ
とができる。さらに詳しくは、前記ミネラル舐食混合物は、約０．０５ｍｍ、約０．１ｍ
ｍ、約０．２ｍｍ、約０．５ｍｍ、約１．０ｍｍ、約２．０ｍｍ、約３．０ｍｍ、約４．
０ｍｍ、約５．０ｍｍ、約６．０ｍｍ、約７．０ｍｍ、約８．０ｍｍ、約９．０ｍｍ、約
１０．０ｍｍ、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲の平均粒子サイズを
有する粒状材料を生成するように粉砕してもよい。一部の実施形態では、前記ミネラル舐
食混合物は、前記ミネラル舐食混合物の約２０～５０％が約１０ｍｍのサイズの目開きを
有するメッシュに保持され、前記粉砕ミネラル舐食混合物の約７０％～約９０％が約１ｍ
ｍのサイズの目開きを有するメッシュに保持されるように粉砕することができる。一部の
実施形態では、前記ミネラル舐食組成物および／またはその様々な部分が、前記成分に基
づき、様々な粒子サイズ分布を有してもよい。例えば、１若しくはそれ以上の小麦成分を
含む実施形態において、前記粒子サイズは、前記粉砕小麦成分の約９５％が約０．０６２
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５ｍｍのサイズの目開きを有するメッシュに保持され、前記粉砕小麦成分の６５％が約１
．０ｍｍのサイズの目開きを有するメッシュに保持されるように分布していてもよい。１
若しくはそれ以上の大麦成分を含む実施形態など、別の実施例において、前記粒子サイズ
は、前記粉砕大麦成分の約９５％が約０．０６２５ｍｍのサイズの目開きを有するメッシ
ュに保持され、前記粉砕大麦成分の６０％が約１．０ｍｍのサイズの目開きを有するメッ
シュに保持されるように分布していてもよい。各成分の様々なメッシュサイズは、他の成
分のメッシュサイズと無関係とすることができる。
【００５３】
　粉砕は、前記ミネラル舐食混合物および／またはそこから成形された前記ミネラル舐食
組成物の特定の特徴を改善するなど、様々な利益を提供することができる。例えば、均一
で微細な粒子サイズにより、異なる成分の混合が改善される可能性がある。特定の実施形
態によれば、粉砕は、前記ミネラル舐食組成物の特定成分の粒子サイズを減少する、例え
ば、栄養素の消化率を改善する消化管酵素に対して開放されている表面積を増加する、お
よび／または飼料の嗜好性を向上するように設定することができる。
【００５４】
　一部の実施形態では、結合剤、充てん剤、および／または賦形剤などを粒状材料に加え
、前記ミネラル舐食組成物を望みの形状に成形（１２０）することができる。
【００５５】
　様々な実施形態において、成形（１２０）には前記ミネラル舐食混合物を加熱する工程
を含む。一部の実施形態では、本明細書にさらに詳細に説明するとおり、前記ミネラル舐
食混合物を前記飽和脂肪酸の融点を超える温度に加熱し、加熱ミネラル舐食混合物を形成
することができる。一部の実施形態では、本明細書にさらに詳細に説明するとおり、成形
（１２０）に、前記ミネラル舐食混合物でセルロース担体をコーティングし、コーティン
グされたセルロース担体を形成する工程を含む。一部の実施形態では、成形（１２０）に
前記コーティングされたセルロース担体を冷却する工程を含む。冷却はいかなる冷却方法
によって行われてもよく、前記ミネラル舐食混合物が硬化して前記セルロース担体周囲に
前記ミネラル舐食組成物が確実に付着するように行われてもよい。特定の実施形態では、
前記ミネラル舐食混合物が、ロープ、木の幹、支柱、牧草、麦わら、干し草、穀物、およ
び／または飼料材料などの表面に成形（１２０）される。
【００５６】
　様々な実施形態において、本明細書にさらに詳細に説明するとおり、成形（１２０）は
、前記飽和脂肪酸の融点を超える温度に前記ミネラル舐食混合物を加熱する工程を含む。
成形（１２０）は、さらに、前記加熱ミネラル舐食混合物に液体を加える工程を含んでも
よい。前記液体は本開示により制限されず、前記ミネラル舐食混合物から含水塩結晶構造
を形成するのに適したすべての液体を含む。液体の実例には、水または実質的に水の水溶
液を含む。成形（１２０）は、鋳型に前記含水塩結晶構造を入れる工程を含んでもよい。
前記鋳型は、得られるミネラル舐食組成物の望みの形状および／またはサイズに基づく、
形状および／またはサイズを有してもよい。
【００５７】
　様々な実施形態において、成形（１２０）には前記ミネラル舐食組成物を乾燥させる工
程を含む。乾燥は、過剰な水または他の不要材料を除去するために行う。
【００５８】
　様々な実施形態において、図２に図示するとおり、乳化剤を前記ミネラル舐食混合物と
混合（２０５）し、乳剤を形成することができる。一部の実施形態では、前記乳剤が、例
えば、水、パルミチン酸ナトリウム、およびパルミチン酸塩を含む。前記混合（２０５）
には、前記ミネラル舐食混合物と前記乳化剤を加圧下で混合する工程を含む。一部の実施
形態では、前記圧力が約１ａｔｍ～約１０ａｔｍである。特定の実施形態では、前記圧力
が約１ａｔｍ、約２ａｔｍ、約３ａｔｍ、約４ａｔｍ、約５ａｔｍ、約６ａｔｍ、約７ａ
ｔｍ、約８ａｔｍ、約９ａｔｍ、約１０ａｔｍ、またはこれらの値２つの間のいずれかの
値または範囲であってもよい。前記乳剤には他の成分を追加（２１０）し、本明細書にさ
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らに詳細に説明するとおり、得られた生成物を前記最終生成物が得られるように成形（１
２０）してもよい。
【００５９】
　前記乳化剤は本開示により制限されず、前記ミネラル舐食組成物を乳化および／または
ペレット化することができるすべての組成物とすることができる。一部の実施形態では、
前記乳化剤が非イオン性乳化剤であってもよい。非イオン性乳化剤の具体例には、エトキ
シル化脂肪アルコール、エトキシル化アルキルフェノール、エトキシル化脂肪酸、ソルビ
タン誘導体、ショ糖エステルおよびその誘導体、エチレンオキシド－プロピレンオキシド
ブロック共重合体、フッ化アルキルポリオキシエチレンエタノール、および／またはその
組み合わせを含む。乳化剤の他の例には、レシチン、天然の種子草、天然種子ゴム、天然
植物滲出液、天然果物抽出物、動物皮膚および骨抽出物、生合成ゴム、デンプン、繊維、
ショ糖エステル、Ｔｗｅｅｎ、ポリグリセロールエステル、糖エステル、ヒマシ油、およ
びエトキシル化ヒマシ油、アンモニア溶液、ブトキシエタノール、プロピレングリコール
、エチレングリコール、エチレングリコール重合体、ポリエチレン、メトキシポリエチレ
ングリコール、および／またはその組み合わせを含む。天然種子草の例には、カラゲナン
、アルギン酸、寒天、アガロース、フセラン（ｆｕｃｅｌｌａｎ）、およびキサンタンガ
ム、またはその組み合わせを含む。天然種子ゴムの例には、グァーガム、ローカストビー
ンガム、タラガム、タマリンドガム、およびサイリウムガムを含む。天然植物滲出液の例
は、アラビアゴム、トラガカント、カラヤ、およびガッチである。天然果物抽出物は、例
えば、低および高メトキシルペクチンである。動物皮膚および骨抽出物は、例えば、ゼラ
チンＡ、ゼラチンＢ、および加水分解ゼラチンである。アラビアゴムは、特定種のアカシ
アから採取される天然食品添加物である。無味無臭で、食品を増粘、乳化、および／また
は安定化するために商業的な食品加工に使用される。グァーガムは、マメ科植物から採取
される粘着性物質である。グァーガムは、商業的な食品加工において、増粘剤および／ま
たは安定剤としても使用することができる。キサンタンガムは、コーンシュガーの発酵に
より生産され、食品の増粘剤、乳化剤、および／または安定剤として使用される。特定の
実施形態では、アラビアゴム、グァーガム、キサンタンガム、および／またはペクチンを
乳化安定剤として併用することができる。生合成ゴムの実例には、キサンタン、ゼラチン
、カードラン、およびプルランを含む。デンプンの例には、天然デンプン、化学修飾され
たデンプン、物理的に修飾されたデンプン、および酵素的に修飾されたデンプンを含む。
ヒマシ油は、油を水に溶けるようにすることができるため、乳化剤として効果的である。
【００６０】
　様々な実施形態において、前記乳化剤は約５～約１４の親水性－親油性バランス（ＨＬ
Ｂ）を有する。特定の実施形態では、前記乳化剤のＨＬＢが約５、約６、約７、約８、約
９、約１０、約１１、約１２、約１３、約１４、またはこれらの値２つの間のいずれかの
値または範囲であってもよい。
【００６１】
　様々な実施形態において、前記乳化剤は前記ミネラル舐食組成物の重量で約０．０１％
～重量で約２．０％の量で、前記ミネラル舐食組成物中に存在してもよい。特定の実施形
態では、前記乳化剤が、重量で約０．０１％、重量で約０．０５％、重量で約０．１％、
重量で約０．２％、重量で約０．２５％、重量で約０．３％、重量で約０．５％、重量で
約０．６％、重量で約０．７５％、重量で約１．０％、重量で約１．２５％、重量で約１
．５％、重量で約１．７５％、重量で約２．０％、またはこれらの値２つの間のいずれか
の値または範囲の量で、前記ミネラル舐食組成物中に存在してもよい。
【００６２】
　様々な実施形態において、反芻動物の乳脂肪含有量を増量する方法に、前記反芻動物が
摂取するように、本明細書記載の前記ミネラル舐食組成物を提供する工程を含む。特定の
実施形態では、本明細書にさらに詳細に説明されるとおり、前記ミネラル舐食組成物を固
体ミネラル舐食組成物としてもよい。一部の実施形態では、前記ミネラル舐食組成物が補
助食品または効能促進剤として提供される。一部の実施形態では、前記組成物が材料にコ
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ーティングされ、前記反芻動物に提供される。一部の実施形態では、前記ミネラル舐食組
成物が、前記反芻動物が毎日産生する乳汁１キログラムあたり、少なくとも約１０グラム
の脂肪酸を摂取する量で、前記反芻動物に提供される。前記量は、前記反芻動物が産生し
た前日の乳量、前記反芻動物が産生した前週の乳量に基づく平均１日量、前記反芻動物が
産生した前月の乳量に基づく平均１日量、および／または前記ミネラル舐食組成物を給飼
されなかった場合の前記反芻動物が産生した平均乳量などを基にすることができる。一部
の実施形態では、前記反芻動物に追加量の前記ミネラル舐食組成物が給飼され、前記ミネ
ラル舐食組成物を摂取する際に前記反芻動物がこぼした量、他の動物が摂取した量、およ
び／または駄目になった、またはこぼした量など、前記反芻動物が摂取しなかった部分の
前記ミネラル舐食組成物を補うことができる。
【００６３】
　一部の実施形態では、前記反芻動物が摂取できるように前記反芻動物に前記ミネラル舐
食組成物を提供することで、乳産生量が増加する、および／または産生された乳汁中の脂
肪含有量が増加する可能性がある。これらの増加は、前記ミネラル舐食組成物を給飼され
なかった同様の反芻動物、前記ミネラル舐食組成物を給飼されなかった同様の反芻動物の
平均値、および／または前記ミネラル舐食組成物を給飼されなかった同様の反芻動物の乳
産生量および脂肪含有量の平均値などに応じている。特定の実施形態では、前記乳産生量
が、約１％、約２％、約３％、約４％、約５％、約６％、約７％、約８％、約９％、約１
０％、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または範囲を含む、約１％～約１０％の
量だけ増加する。特定の実施形態では、前記乳脂肪含有量が、約１０％、約１１％、約１
２％、約１３％、約１４％、約１５％、またはこれらの値２つの間のいずれかの値または
範囲を含む、約１０％～約１５％の量だけ増加する。
（実施例）
【実施例１】
【００６４】
　ミネラル舐食組成物の作成
　栄養補助食品として使用されるミネラル舐食組成物を、ロープのコーティング用に作成
する。前記ミネラル舐食組成物には、脂肪酸成分を重量で約４８％含む。前記脂肪酸成分
は実質的に１００％パルミチン酸であることから、不飽和トランス脂肪酸を含まない。ま
た、前記ミネラル舐食組成物には、複数の無機塩類を重量で約４８％含む。前記無機塩類
には、酢酸ナトリウム、塩化ナトリウム、重炭酸ナトリウム、炭酸カルシウム、塩化カル
シウム、および酸化マグネシウムを含む。前記ミネラル舐食組成物が前記ロープに付着す
るように、重量で約２％の結合剤も存在する。
【００６５】
　前記ミネラル舐食組成物は、前記脂肪酸成分と複数の無機塩類および前記結合剤をミキ
サーで混合し、ミネラル舐食混合物を得ることで、作成することができる。次に、前記ミ
ネラル舐食混合物をポットに移し、前記脂肪酸成分が融解し、前記混合物が実質的に液体
の形態となるように、約６０℃に加熱する。前記混合物を噴霧器に移し、これを使用して
、前記混合物を乳牛畜舎につるして舐食できるようにするロープの表面全体に噴霧する。
【実施例２】
【００６６】
　乳牛への給飼
　通常の（非処理）１日平均乳生産量が２８ｋｇの乳牛に上述の実施例１のミネラル舐食
組成物を提供し、乳脂肪と産生される乳量を増加させる。
【００６７】
　前記乳牛には、乳牛が自由に摂取できるように牛舎に前記ロープをつるして、前記ミネ
ラル舐食組成物約５００グラムを給飼する。この量は、前記乳牛が１日をかけて家畜用岩
塩を摂取する平均時間を基に、前記乳牛が前記ミネラル舐食組成物を少なくとも約２８０
グラム摂取するように選択した。この量は、乳牛がその日に産生する牛乳１キログラムあ
たり、パルミチン酸約１０グラムに対応する。結果として、乳牛は以前よりも１０％牛乳
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産生量が増えると予想され、この乳牛が産生する牛乳に含まれる乳脂肪含有量は、以前産
生していた牛乳よりも１５％増える。
【実施例３】
【００６８】
　多数の乳牛への提供
　上述の実施例１のミネラル舐食組成物を商業的酪農場の多数の乳牛に提供し、その有効
性を確認する。前記商業的酪農場の乳牛５００頭を無作為に選択し、前記乳牛の品種、体
重、年齢などの様々な特徴を多種多様に提供する。前記５００頭の乳牛を被験乳牛群と対
照乳牛群の２群に均等に分ける。前記被験乳牛群には、毎日、ロープでミネラル舐食組成
物を自由に摂取させる。前記対照群には前記ミネラル舐食組成物を与えない。５００頭の
乳牛のミネラル舐食組成物摂取量、体重変化、１日の牛乳産生量、および１日に産生され
た牛乳の組成をモニターする。モニタリングは６０日間継続する。この期間の乳牛２群の
比較から、前記固体効能促進剤を給飼しなかった対照群と比較し、前記固体効能促進剤を
摂取した群では、統計学的に有意な改善が示された。
【００６９】
　上述の詳細な説明では、添付の図を参照しており、この図も本明細書の一部を形成する
。図において、文脈でそうでないことを示していない限り、典型的には、同じ記号は同じ
成分を特定する。詳細な説明、図、および請求項で説明された実例に、制限する意味はな
い。他の実施形態を利用することもでき、本明細書に提示された主題の精神または範囲か
ら逸脱することなく、他の変更も可能である。本明細書で説明され、図に説明されるとお
り、本開示の態様は、様々な異なる形態で構成、置換、結合、分離、および設計でき、そ
のすべてが本明細書で明示的に意図されることは容易に理解されるだろう。
【００７０】
　本開示は、本出願書類に説明される特定の実施形態について制限されず、本出願書類は
、様々な態様を説明することを意図したものである。当業者に明らかなとおり、その精神
および範囲から逸脱することなく、多数の修正および変更が可能である。本明細書で列挙
されているものに加え、本開示の範囲内の機能的に同等の方法および装置は、前述の説明
から当業者に明らかとなるだろう。そのような修正および変更は、添付の請求項の範囲内
に入るように意図されている。本開示は、そのような請求項が権利を与える同等の全範囲
に加え、添付の請求項の条件によってのみ制限されるものである。本開示は、特定の方法
、試薬、化合物、組成物、または生物系に限定されないことも理解されるものとし、これ
らは当然変化する可能性がある。また、本明細書に使用される用語は、特定の実施形態の
みを説明するためのもので、制限する意図はないことも理解されるものとする。
【００７１】
　本明細書における実質的にすべての複数および／または単数の用語の使用について、文
脈および／または出願書類に適切である場合、当業者は前記複数を前記単数に、および／
または前記単数を前記複数に読み替えることができる。様々な単数／複数の置換は、明白
にするため、本明細書で明示的に説明されることもある。
【００７２】
　一般に、本明細書、特に添付の請求項（例えば、前記添付の請求項の主文）で使用され
る用語は、「確定しない」用語として意図されることは、当業者に理解されるだろう（例
えば、「～を含む」の用語は「これに限定されるものではないが、～を含む」と解釈され
、「～を有する」の用語は「少なくとも～を有する」として解釈され、「～を含む」の用
語は「これに限定されるものではないが、～を含む」と解釈されるなど）。様々な組成物
、方法、および装置が、様々な成分または工程を「有する」（「これに限定されるもので
はないが、～を含む」の意味で解釈される）という意味において説明されているが、前記
組成物、方法、および装置は、様々な成分または工程「から基本的に成る」または「から
成る」こともでき、そのような用語は基本的に限定された群を定義するものと解釈すべき
である。さらに、特定の数の導入された請求項を列挙することが意図される場合、そのよ
うな意図は前記請求項に明示的に列挙され、そのような列挙がない場合はそのような意図
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はないものと、当業者に理解されるだろう。例えば、理解を助けるため、以下の添付の請
求項には、請求項の列挙を紹介する「少なくとも１つ」および「１若しくはそれ以上の」
という前置きの表現の使用が含まれることがある。しかし、そのような表現の使用は、不
定冠詞である「ａ」または「ａｎ」により請求項の列挙を導入することが、同じ請求項に
「１若しくはそれ以上の」または「少なくとも１つ」という前置きの表現、および「ａ」
または「ａｎ」などの不定冠詞を含む場合であっても、そのような列挙を１つのみ含む実
施形態に、そのような導入された請求項の列挙を含む特定の請求項を制限することを意味
すると解釈すべきではなく（例えば、「ａ」および／または「ａｎ」は「少なくとも１つ
」または「１若しくはそれ以上の」を意味するものと解釈すべきである）、同じことが請
求項の列挙を導入するために使用される定冠詞の使用にも当てはまる。さらに、特定数の
導入された請求項の列挙が明示的に列挙されている場合でも、当業者は、そのような引用
が少なくとも列挙された数を意味するものと解釈すべきであることを認識するだろう（例
えば、他の修飾語がない「２つの列挙」というそのままの列挙は、少なくとも２つの列挙
、または２若しくはそれ以上の列挙を意味する）。さらに、「Ａ、Ｂ、およびＣなどの少
なくとも１つ」と類似の約束事が用いられている場合、一般に、そのような約束事は、当
業者が前記約束事を理解する意味で意図される（例えば、「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくと
も１つを有する系」は、これに限定されるものではないが、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、Ａ
およびＢともに、ＡおよびＣともに、ＢおよびＣともに、および／またはＡ、Ｂ、および
Ｃともになどを有する系を含む）。「Ａ、Ｂ、またはＣなどの少なくとも１つ」と類似の
約束事が用いられている場合、一般に、そのような約束事は、当業者が前記約束事を理解
する意味で意図される（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１つを有する系」は、
これに限定されるものではないが、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢともに、Ａおよ
びＣともに、ＢおよびＣともに、および／またはＡ、Ｂ、およびＣともになどを有する系
を含む）。さらに、説明、請求項、または図にあるか否かにかかわらず、２若しくはそれ
以上の代替語を示す、実質的にすべての離接語および／または表現は、前記用語の１つ、
前記用語のいずれか、または両方の用語を含む可能性を意図すると理解されるべきもので
あることは、当業者に理解されるだろう。例えば、「ＡまたはＢ」の表現は、「Ａ」また
は「Ｂ」または「ＡおよびＢ」の可能性を含むものと理解される。
【００７３】
　さらに、前記開示の特徴または態様がマルクーシュ構造について説明される場合、当業
者は、それによって前記開示がマルクーシュ構造の個々の構造またはサブグループについ
て説明されるものと認識するだろう。
【００７４】
　当業者に理解されるとおり、書面での説明を提供するなど、すべての目的において、本
明細書で開示されたすべての範囲は、考えられるすべての部分的な範囲およびその部分的
な範囲の組み合わせも含む。記載されたすべての範囲は、同じ範囲を少なくとも均等な１
／２、１／３、１／４、１／５、１／１０などに分けることを十分に説明し、これが可能
であるものと容易に認識されうる。制限されない例として、本明細書で考察される各範囲
は、容易に下１／３、中１／３、上１／３などに分けることができる。また、当業者が理
解するとおり、「まで」、「少なくとも」などのすべての言語は、列挙された数を含み、
上述のとおり、後で部分的な範囲に分けることができる範囲を指す。最後に、当業者が理
解するとおり、範囲は個々の構造を含む。したがって、例えば、１～３個のセルを有する
群は、１、２、または３個のセルを有する群を指す。同様に、１～５個のセルを有する群
は、１、２、３、４、または５個のセルなどを有する群を指す。
【００７５】
　様々な上記に開示した、また他の特徴および機能、またはその代替物は、他の多くの異
なる系または応用に組み合わせることができる。現在予測または予想されない、本明細書
の様々な代替、修飾、変更、または改善は、後で当業者が行うことができ、そのそれぞれ
も開示された実施形態に含まれるものと意図される。
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【国際調査報告】
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